
Ⅰ．はじめに

　近年，間伐林分の集材作業において高性能林業機械等

の作業効率を向上させるために，列状間伐が注目されて

いる。しかし，列状間伐が残存林木の形状や自然災害耐

性等に及ぼす影響についてはまだ未解の点が多い。本報

では，一般的に弊害が懸念されている偏倚成長及び風害

について調査を実施し，若干の知見が得られたので報告

する。

Ⅱ．調査地及び方法

　（１）偏倚成長調査

　調査地は大野郡三重町大字井迫の大分県林業公社のス

ギ２１年生林分で，２伐４残の列状間伐区である。間伐

（初回間伐）が実施されたのは６年前の平成５年度であ

る。伐採列は公道から斜面上部に向かって直角に位置し

ている。

　調査木は残存木のうち伐採列に面したもの（以下沿線

木）を地形条件（山腹勾配２０°，２５°，４０°）ごとに各１本，

残存列内部のもの（以下内部木）を地形条件（山腹勾配

２０°，２５°，４０°）ごとに各１本の計６本の調査個体を採取

した。列状間伐による偏倚成長の要因として周辺空間の

影響が最も大きいと考えられるため（1），胸高部位の

直径成長量と樹冠の枝長を方向別に測定した後，伐開に

よる開放方向（以下開放方向）とその反対方向（以下閉

鎖方向）について偏倚率により解析した。

　（２）風害調査

　平成１１年９月２４日の台風１８号は大分県西部を中心に，

約１，４００ha に及ぶ風害被害をもたらした。風害は斜面方

位や間伐経過年数等種々の要因に左右され，また列状間

伐地そのものが少ないため調査適地は限られたが，激甚

災害指定町村を中心に調査箇所を選定した。調査地は玖

珠郡九重町大字後野上の鹿伏岳生産森林組合の所有林で，

山腹斜面（平均勾配２５°）から山頂部にかけてスギの３５

年生林分が成立している。平成８年度に作業道から山頂

部方向に向けて１伐２残の列状間伐（初回間伐）が実施

された。

　調査は被害率を測定するために，被害の点在する山腹

斜面（被害区）に２０ｍ四方のプロットを設定した。次に

被害木と健全木の形態的特徴を比較検討するため，被害

木の点在する山腹斜面から，被害木と健全木をランダム

に抽出し，胸高直径，樹高，枝下高を測定した。また，

山頂付近の無被害地を対照区とした。

Ⅲ．結果及び考察

　（１）偏倚成長調査

　樹冠の偏倚については開放方向の枝張長（Ａ）と，閉

鎖方向の枝張長（Ｂ）を次式：樹冠偏倚率（％）＝Ａ／

（Ａ＋Ｂ）×１００により求めた（3）（表－１）。値の５０％以

上は開放方向に枝が張り出していることを意味し，沿線

木は全て開放空間に枝が張りだしており，内部木より大

きい値を示した。間伐後の胸高直径部位の直径成長につ

いては，開放方向の成長量（Ｃ）と，閉鎖方向の成長量

（Ｄ）を次式：成長偏倚率（％）＝Ｃ／（Ｃ＋Ｄ）×１００によ

り比較検討した。沿線木は全て５０％以下となり，間伐後

は樹冠の偏倚方向とは逆に閉鎖方向の成長量が大きく

なっていた。このことは樹冠と幹の偏倚方向が全く逆で

あるという中山の報告とも一致する（1）。

　また，丸太の正円性を開放・閉鎖方向の直径とそれに

直角の斜面方向の直径とから，直径偏差率により検討を

加えた（2）。最も偏倚しているものは沿線木の－１．９２

であるが，負の値は斜面方向に偏倚していることを意味

しており，列状間伐による影響は考えづらい。また，沿

線木は内部木に比較しても平均値で差異がなく，形状的

にもほぼ正円だといえる。

　以上の結果，列状間伐により胸高部位の直径成長は樹
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冠の偏倚方向とは逆に，閉鎖方向への成長量が大きくな

るという偏倚傾向を示したが，今後の樹冠閉鎖を考慮す

ると，特に問題となるものではないように思われる。

　（２）風害調査

　被害木の点在する山腹斜面の被害率は４．８％であり，

被害形態は根返りや湾曲，傾斜被害であった。また，調

査木の立木形状は表－２のとおりである。なお，立木は

枝下が高く，樹冠が上部に偏在するものは風圧中心が高

く耐風力が小さくなる（4）ため，枝下高を樹高で除し

た値に１００を乗じ，枝下高率として樹冠の相対的位置を

示した。この結果，被害木は胸高直径，樹高ともに健全

木や対照区に比較して小さく，形状比，枝下高率ともに

健全木や対照区に比較して高い傾向にあった。なお，形

状比及び枝下高率について，被害木，健全木，対照区の

構成割合は，両指標ともに被害木が高い値に分布してい

た（図－１，２）。このことは，被害木はその周辺にある立

木の被圧を受け直径成長が抑制され，枝下も高く枯れ上

がり風圧中心の高くなった，いわゆる劣勢木であったと

いえる。

　以上の結果より，本調査地における被害は列状間伐に

起因するものではなく，施業の遅れ等に原因があったも

のと考えられる。
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表－１　樹冠偏倚と間伐後の方向別成長量
単位：％、�

直　径
偏差率

直径成長
偏 倚 率

閉鎖方向
成 長 量

開放方向
成 長 量

樹　冠
偏倚率

山腹
勾配

立　木

０．２６４６．４１８．６１６．１６７．７２０°沿線木１

－１．９２４１．６２４．３１７．３６５．５２５°　〃　２

０．２２４７．０２０．７１８．３６８．６４０°　〃　３

－０．４８４５．０２１．２１７．２６７．３平　均

－１．３１５６．５１６．２２１．０５４．５２０°内部木１

０．１６５３．０１２．８１４．４５１．７２５°　〃　２

－０．３３４４．０１１．８９．３５５．０４０°　〃　３

－０．４９５１．２１３．６１４．９５３．８平　均

表－２　立木形状
単位：㎝、ｍ、％

枝下高率形状比枝下高樹　高胸高直径

５４．９１００．７７．６１３．８１３．９平均

被害木
（２４本）

１１．１９．２１．８１．４２．０偏差

３２．２８７．５４．１１１．４１１．０最小

７６．６１２４．４１０．８１７．２１８．０最大

４４．２８５．１７．０１５．８１８．８平均

健全木
（７１本）

９．５８．２１．７１．５２．６偏差

２３．７６６．６４．４１３．０１３．０最小

６１．８１０９．４１１．６１８．９２５．０最大

３９．９７４．８５．９１４．７１９．７平均

対照区
（６４本）

７．５７．２１．３１．３１．４偏差

２３．６７０．２３．１１２．２１６．０最小

５１．５８４．５７．８１７．６２２．０最大

図－１　被害木・健全木別形状比構成割合 図－２　被害木・健全木別枝下高率構成割合


